
介 護 保

平成 9年に介護保険法が成立し、平成 12年 4月

より施行されたが、松江市では公布前の段階から積

極的に協力してきた。制度発足の理由|よ色々上げら

れているが、目的のひとつは医療費高騰の原因で

あつた社会的入院の解消であり、その結果として在

宅での介護を促す意図があつた。しかしそれは全て

の家族が望んでいる事ではなく、ましてや患者の意

思によつて帰宅するものでもなかつた。せめて在宅

を受け入れ易くするため、療養型病床群やシ∃― ト

ステイの充実は不可欠であり、家族負担の軽減に配

慮すべきだつた。

★介護保険はお年寄りの自立支援を目的に発足し

ているが、自立しているお年寄りの生きがいを引き

出せる場所 。方法は設定されていないのは片手落ち

である。★また近年、病院死の比率が高いため音の

ような在宅死にシフ トしようとしている。にも拘ら

ず医療保険では在宅ターミナルケアカ□算なる点数が

設けてあるものの、介護保険ではターミナルに関す

る単位や看取りに対する単位が設定されていない。

高齢者の自立支援も大切ではあろうが、必ず最後に

訪れる大切な終焉というステージを忘れているよう

に思える。★本来、在宅医療を行つていくためには

看護の協力が不可欠になつてくる。そう考えるこの

「介護 」とは一体何だろうか。これは 1892年 の陸

軍軍人傷痰疾病恩給等差例からだと記載してあり、

さらに「介護」は施策としてではなく、恩給の給付

基準としての概念であつたそうだ。さらに 1963(昭

和 38)年の老人福祉法で、特別養護老人ホームの

機能を説明する概念として使われている。寮母を本

来は看護職にさせたいがコス ト高になる。コス ト肖」

減するのに|よ何の職種に一。こんな事で決まつたら

しい。老後をより良く過こして頂くためにはどうす

るべきかという命題に、経済問題のみが先行し、根

本理念が欠女□している。

★皆さんもいずれはこの介護保険のお世話になる

ことは間違いない。人□構成の右肩上がりに伴い、

認定者数も増力□し、保険給付費が増カロしたという。

そのため我々の支払う保険料額は改訂ことに増える。

先の国会で社会保障制度の安定化という理由で、

国民の半数以上の反対を押し切り、消費税が 2年後

8%、 3年後 10%にアップと決まつた。これで支払

う保険料額が減額になると思いきや、ある政党がこ

れで/AN共
事業費 200兆円が捻出できたと息巻いた。
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第10回島根県ケアマネジャー研究大会を終えて

島根県介護支援専門員協会

貝 谷   昭

2日 目の研究発表は初めて居宅、施設、地域密着

の分科会形式で行いましたが、「全て自分の業務に

直結している発表が聞けたので良かつた」という意

見が多かったです。また「各発表のテーマを深める

ために、もう少し議論の時間が欲しかつた」という

意見も多く、発表を聞くだけではなく、そこから深

めていくことで自分の実践に活かせるヒン トを得た

いという参力□者の二―ズのあらわれではないかと

思つています。

市民
/AN開

講座は人生安心サポー トセンターきらり

の橋□貴志理事長を講師に「終活最前線 !」 という

テーマでエンディングノー ト、後見、葬儀へのサポー

トなどの活動についてこ講演いただきました。最近

テレビなどでも取り上げられる話題でもあり興味を

もたれた方が多く、また介護支援専門員の視点から

「島根でもこのような活動をされる団体が必要」と

いう意見も多くありました。

こ利用者の生活支援に必要なものは様々であり、

マネジメン トの幅を広げるために非常に有意義な大

会だつたと思つています。

最後に来年は隠岐での開催になります。内容が決

まればこ案内いたしますが、多くの皆様のこ参カロを

お待ちしております。

去る 10月 13日 、14日 出雲市民会館を会場に、

第 10回島根県ケアマネジャー研究大会「更なるケ

アアネジャーの専門性を考える」を開催し160名

の多くの皆様にこ参力□いただきました。

昨年は「今、ケアマネジャーの専門1生 を考える」

というテーマで、事例を基にアセスメント、プラン

ニングにおける視点の学びが中心でしたが、今年は

「地域包括ケアシステム」とも関連してインフォー

マルサービスを中心とした地域や他職種との連携 。

マネジメントに焦点を当て開催いたしました。

基調講演では淑徳大学の結城康博准教授に大会

テーマと同じ「更なるケアマネジャーの専門性を考

える」というテーマでこ講演いただきました。今回

の改正で社会保障制度審議会介護給付費部会のメン

バーでもあつた結城先生から、国の動向や今後のケ

アマネに期待される役害」などについてのお話をいた

だきました。

教育講演では島根大学のカロ川准教授に「地域生活

を支援するための実践と方法」というテーマでこ講

演いただきました。地域福祉の歴史的経緯と最近の

意味、インフォーマル資源と介護支援専門員との関

わりなどのお話で、「生活支援のためにインフォー

マルサービスとの連携の重要性を再認識できた」と

いう意見や「施設も社会資源の一つとして、地域と

繋がるような活動が必要だと思つた」などの意見が

ありました。
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第10回島根県ケアマネジャー研究大会に参カロして

去る 10月 13日 (土)14日 (日 )の 2日間にわ

たり、出雲市民会館を会場に第 10回島根県ケアマ

ネジャー研究大会 ln出雲が開催されました。

今年の春に行われた診療報酬|、 介護報酬1同 時改定

において「在宅重視」を明確に打ち出し、今後、ま

すます、医療と介護の連携が求められています。そ

のため、ケアマネジャーが専門性を発揮していく為

には、介護保険制度の中だけにとらわれるのではな

く、医療や地域と今以上に密接に関わつていくこと

が重要と改めて感じました。

また、今回、2日 目に行われた研究発表へ発表者

として、参カロという大きな役を頂き、その重圧から

鹿島病院やまゆり居宅介護支援事業所

濱 崎 貴 仁

夜も眠れない日々が続き…というのは大袈裟ですが

とても貴重な経験をさせて頂きました。発表内容は

平成 19年度から取り組んでいる松江・八束医師会

との「医師とケアマネジャーの合同研修会」を通し

て、医師との連携における現状と今後の課題につい

て、医師会、松江市のケアマネジャーヘのアンケー

ト結果から研究発表を行ないました。発表にあたつ

て、役員の先輩方にたくさんのこ指導や励ましを頂

き、大きなおなかを出して…ではなく、大きく胸を

張つて発表する事が出来ました。ありがとうこざい

ました

医師とケアマネの合同研修会に参カロして

研修会に参力□すると新しいことの学びが出来る事

|よもちろん、横のつながりもでき、相談したり思い

を話したりすることで「ケアマネの仕事は一人です

るけど、一人じゃない。」と感じることができ、明

日からのやる気につながり、元気になります。

グループワークでは先生から、新しい人を受け入

れるときは自分を高めるとき。と言われた言葉がと

てもE日象に残りました。

矢□識も浅く、ケアマネとしての引き出しが少ない

ことで自分に自信がもてず、ケアの正解が決まつて

いない事で、この方向で良いのだろうか。と不安も

感じていましたが、本人や家族に笑顔があれば良い

方向なのではないか。とも思い、失敗してもそれを

糧にして、自分を高めるためにも前向きにいろんな

ケースに向かつていこうと思いました。他のグルー

プもどのような実りのある話をされていたのかも矢□

りたいと思いました。

またアンケー ト結果は興味深く、患者さんの1青報

を矢□らせて欲しいと感じられていたり、話の長い報

生協のぞみ在宅支援センター

有 田 則 子

告はいけないなど大変参考になりました。資料があ

ればもつとゆつくり見ることが出来るので|ま ないか

と感じました。



地域医療と連携について考える
～松江赤十字病院 秦

/AN平
院長と語ろう～

鹿島病院やまゆり居宅介護支援事業所 青 山 善 一

松江圏域でケアマネジャーの業務を行なつていく

上で、松江赤十字病院との関係は切つても切れない

関係です。今回の研修の題目は「地域医療と連携に

ついて考える～松江赤十字病院 秦
/AN平

院長と語ろ

う～」というテーマでした。私が居宅ケアマネの仕

事を始めて 2年半という間にも幾度となく、松江赤

十字病院の先生や相談員の方々にはお世話になつて

きました。しかし、秦医院長とはお話をする機会が

なく、今回の研修に参力□して初めて沢山の話をお聞

きする事ができました。

日本と島根の現状やこれからの日本の医療、医師

不足についてという大きな話から、秦医院長の趣味

の話、遺跡発掘費用についてのユニークな話までし

て頂きました。その中で「在院日数が短くなつてき

ている為、今後、今以上にケアマネジャーの力が必

サンキ

松江市ケアマネ協会では、協会主催の研修の後、

講師の先生を含めた介護支援専門員の懇親会を毎回

開催しています。

懇親会はとてもリラックスした雰囲気で、講師の

先生や Dr,他 のケアマネさんとも距離もぐつと縮

まり、とても楽しい会です。

講師の先生や Drに対して敷居の高さを感じてい

る方も多いかもしれませんが、懇親会では仕事のこ

とのみならず、趣味やプライベー トのお話もお互い

にざつくばらんにすることができ、先生方の意外な

一面が垣 PB5見れることも度々、また研修中や業務中

には聞きづらかったことも、この雰囲気だからこ

そ気軽に質問したり、意見交換ができる、というメ

要となつてくる」の一言を秦医院長から直接言つて

頂き、これからもつとケアマネ道に精進しようと思

いました。その為にも医療矢□識の向上を目指し、相

談技術を磨いていきたいと思いました。

ウエルビィ介護センター松江 佐 竹 美 香

リットもあります。

協会会員だけではなく、介護支援専門員のみなさ

んならどなたでも参力□できるので、ぜひ気軽にこ参

カロください。お待ちしております |

ケアマネ協会懇親会に参カロしました♪

編集後記
平成 24年を振り返ると…正月|よ大雪にならなくてよかつたな。4月 介護保険改正で年度末 |よ右往左往しこ利用

者には理解不十分なまま説明に回つたな。グループホームや高齢者住宅ができているな。酷暑だつたな、宍道湖が
アオコですこかったな。しまね博をやってたな。急に寒くなつてきたな、紅葉が綺麗だな。アセスメントも連携も
できていないな…です。皆様はどんな一年でしたでしょうか、是非お聞かせください。

これからもケアマネ同志、宜しくお願い致します。良いお年をお迎えください。


